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国鉄中央線沿いの十郊川河 ,lI茨れ多工事 と中央 白動車教

習所改惨工事を機 に、大坪整琳発振調査研究が多券の人

々の協力によって行 なわれました。

発振されたミ物は、主姉基のjFk・ ユ・発・高Jrh・ 鉢・

壷・蓋のほかに、須患暴やえ・木暴・本製品守がありま

す。土獅未め大半は、工 とjFhが しめ、「▼丈型」 と呼ば

れるものが多豊に獄土 しています。中でも「▼丈回.L梨

邦表門」 と亥1言 のある主獅未工の発見は、県下の大きな

希超 となりました。平安時代 という本県泉せの地名が亥1

まれたもので、学来に責童な資朴を提供すると同時にこ

の資料から派生する問題は、これからの課蓬て
｀
もありま

す。

これらの貴童なミ物をもとに、郷土出梨の昔の人 々の

生浄習慣や白熟環境、さらには当時の社会や国家の歩み

の研究をすすめていくことは、現代の目案 。社会をふり

かたり理解 していくのに、極めて大切だと思います。

この兼■言が、広 く活用されることを望んでやみませ

ん。

昭4959年 2月

▼府市教育李 員会

教育長 摘
■
月患
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1.本書は、山梨県甲府市横根町字大橋に所在する埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書は、昭和57年度、濁川河川改修事務所の協力を得て甲府市教育委員会が実施 した十

郎川改修工事及び教習所改修工事に伴 う大坪遺跡の緊急発掘調査報告書である。
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第 I章 発掘調査 に至る経緯

昭和50年 3月 初め、国鉄中央本線沿いに新設された国道140号線改良工事現場において多量

の上師器が出土 したことによって、大坪遺跡は発見された。山梨県遺跡調査団では、国道140

号線改良工事及びこれと旧国道20号線を結ぶ新道の建設工事に伴なう発掘調査 を実施 した。

調査は昭和50年 3月 に実施され、濤状遺構・土師器集積遺構及び焼土を検出し、これら諸遺

構に伴なって平安時代 を中心 とする多量の上師器が出上している。

昭和57年 10月 、十郎川河川改修工事に伴なう中央 自動車教習所の改修工事現場において多

量の上師器が出土 しているのを、古代の山梨を知る会の会員が発見した。この知 らせ を受け

た甲府市教育委員会 と山梨県教育委員会は、ただちに現地へ直行 した。現地は、敷地内に下

水管理設用の濤が縦横に掘 られてお り、この断面に土師器の露呈 している所が数個所にみら

れた。県及び市教委では調査の必要性 を痛感 し、濁川河川改4多事務所・宏和建設 と発掘調査

及び現場の工事内容等について協議 を行なった。工事のための掘削は現状で終了とのことな

ので、現在露呈する土師器の集中部分を中心に甲府市教育委員会で発掘調査を実施すること

となった。

第 H章 発 掘 調 査 経 過

教習所地点の発掘調査は、昭和57年 11月 5日 より開始する。遺物が集中している地点の清

掃と写真撮影を行なったのち、土層セクション図と遺物の平面図を作成する。比較のため他

地点の上層を検討し柱状図を作成、■月12日 をもって教習所内地点の作業を終了する。

11月 12日 、遺跡内の調査区周辺の踏査中、十郎川河川改修工事現場に多量の上師器が散乱

しているのを発見する。11月 15日 、再度打合せの結果、河川改4笏工事は二時ス トップして、

濁川河川改修事務所の協力を得て発掘調査を実施することとなる。この調査も、甲府市教育

委員会が中心となり、山梨県文化財センター職員がこれに協力することによって、11月 16日

発掘調査に入った。

調査は、清掃後現状写真を撮影し、掘 り下げはじめる。遺物は平面分布図を作成しながら

レベルを計測し、取 り上げながら掘 り進めた。作業が大菩る分終了に近づいた11月 29日 夜から

30日 朝にかけての豪雨よって調査区の大半が流失してしまった。一部残された遺物を取 り上

げ、層位の記録と土壌サンプリングをして、12月 6日 全発掘作業を終了した。



第Ⅲ章 遺跡の地理歴空的環境

甲府盆地の北側に存在する関東山地は、2500m級 の山波が続 く山裾の深い山地である。こ

れらの尾根をつな ぐ稜線は、甲州・信州・武州のそれぞれ境界をなし、主峰金峰山 (2595m)
は、南を山梨県甲府市、北を長野県川上村に分けている。

この関東山地の最 も古い地層は、中世代 白亜紀の粘板岩、粘板砂岩であり、野猿谷付近に

分布 している。次に黒平から金峰山にかけてと、御岳昇仙峡付近に黒雲母花蘭岩が分布 して
いる。特別名勝に指定されている御岳昇仙峡のあの奇岩怪岩は、この花商岩の風化や水の浸

食によって形造られたものである。この黒雲母花南岩は、自亜紀から、古第二紀にわたって

の造山運動に伴って形成された深成岩である。関東山地が甲府盆地 と境をなす片山から湯村

山、愛宕山、大蔵経寺山と続 く付近の山々の基盤は、新第二紀鮮新世に、水ガ森山などの火

山活動によって形成された輝石安山岩である。これらの基盤を持つ山々から流出してきた沖

積層上に、大坪遺跡は存在する。

関東山地に源流を持ち、甲府盆地を南流する河川は、昇仙峡を形成する荒川、東の笛吹川、

西の塩川が著名である。これらに注ぎこむ小河川は、山地から平地に移る所に扇状地を発達

させている。太良峠に源を発する相川は、武田氏館跡が立地する相川扇状地を、高倉川は、

東光寺町、菩光寺町に、高倉川扇状地を形成 している。本遺跡を貫流する十郎川は、八人山

(570m)と 大蔵経寺山 (715.6m)の間の沢を南流する。水源から三ツ石の開拓集落を経

て横根の集落までは、大山沢川と呼称されてお り、本遺跡のやや上流で十郎川と名称を変え

る。この形成された扇状地の扇端から盆地底部に移 り、流れを西に変えて高倉川、大円川と

合流して,勘 川となり、さらに南流して笛吹川に注いでいる。

昭和58年 1月 から 3月 にかけて、甲府市教育委員会は、山梨県考古学協会に委託をして横

根、桜井地区の積石塚の分布調査を実施した。この結果、横根地区で八人山支群の新発見も

含め 116基、桜井側で26基の積石塚が確認された。この横根積石塚群は、大山沢川の形成す

る扇状地の扇頂部から扇央部にかけて分布を示す。この分布調査の副産物として、積石塚の

ある一帯には、紀文時代中期の遺跡が数個所発見され、積石塚が築造される以前にも人間の

生活の舞台となっていた事もわかった。又、平安時代の遺物散布地もあり、大坪遺跡などの

盆地底部の遺跡とは異なった生産基盤を持つ遺跡の存在も留意されるところである。甲府盆

地の周辺では、山地から平地に変わる扇状地や台地上に、紀文時代の遺跡が濃密に分布して

おり、わずかに盆地中央部にも河川の自然堤防上に、数個所の遺跡が確認されている。弥生

時代後期以後になると、遺跡のほとんどが河川の自然堤防上などの盆地内の微高地に限定さ

れるようになる。このような遺跡立地は、経済基盤が猪や鹿などの狩猟や木の実、芋類の採

集段階から、水稲栽培による農耕文化に移行したことを如実に物語っている。西側の高倉川
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扇状地には北原古墳群が存在し、横根・桜井の積石塚古墳群やその大部分が消滅してしまっ

た和戸の古墳群などと共に、本遺跡の周囲は、山梨県内でも古墳の集中する地域である。

本遺跡東方約 700mは 、白鳳～奈良時代にかけての瓦が焼かれた川田瓦窯址がある。良質

の粘上を産するところから、古代より上器が焼かれており、瓦製造は昭和初期をピークに現

在でも営まれている。付近には、古社として、町名にもなっている酒折宮、国玉 (玉諸)神

社が存在する。酒折宮は、「古事記」、「日本書紀」に記載されている日本武尊東征の帰途

に立ち寄った所とされる。日本武尊と火焼きの老人との問答は、連歌の始めであるとし、連

歌発祥の地としても有名である。玉諸神社は、「延喜式」神名帳記載の古社であるといわれ、

中世には甲斐国三宮と称した。酒折宮、玉諸神社 ともに、古 くは裏山の御室山中に存在した。

甲府市域は、平安時代に青沼郷と表門郷とに分かれ、本遺跡をはじめとする東側一帯は表

門郷にあたる。現在本遺跡の北側には、国鉄中央線が通っており、国道140線 と旧国道 20号

線に扶まれた一帯がほlF本遺跡の範囲である。

教習所地点 ③

茅 2図 大 坪 重 琳 発 振 調 査 地 点



第Ⅳ章 旧 河 床 地 点

第 1節 層  序

本地点は、発掘調査開始時点で工事による削平が終

了していたこと、調査途中で調査区の大半が流失して

しまったことにより、東側一部の記録がとれたにすぎ

ない。この部分は旧河道のほぼ中央部の横断面である。

第 1層暗茶褐色土層、第 2層暗灰色シル ト層、第 3層

暗灰色砂層、第 4層暗灰色砂層、第 5層灰色粘質土層、

第 6層 暗灰色砂層、第 7層暗灰褐色砂層、第 8層 暗灰

色粘土層、第 9層灰褐色砂層、第10層 黒色粘土層、第

■層暗灰色砂質土層、第12層 緑灰色砂層と以上のよう

に分層された。

第 1・ 2層 では、植物の根のまわりに付着した鉄分の酸化した責褐色の縞が縦に何本も見

られる。第 4層から第 8層 までは、粘土質の土層と砂質の上層の互層であり、流木をも含ん

でいる。第 9層は、奈良時代から平安時代前半の遺物の包含層である。灰褐色の砂層である

が、植物の葉などの腐食した黒褐色の上層も部分的にみられた。第9層は、遺物の包含はほ

とんどない粘土層である。第10。 11層 は、緑灰褐色の砂層であり、第10層 は粒子が細かく第

11層 は荒い。両層中には、古墳時代前期・後期を通しての遺物が木材などとともに包含され

ている。

第 2節  遺 物 の 出土状 態

遺物は、旧河道の底部と思われる河床からの出上である。奈良・平安時代の遺物の検出さ

れた第 9層 は、比較的上位に馬の下顎骨などの動物遺体や木製品・種子 。材などの植物遺体

がみられ、下位に土師器や須恵器などが位置していた。これは、旧河道中の流れが比較的緩

やかでよどんだ状態にあった所へ、遺物が棄てられたものと思われる。時代幅があり多種類

の遺物がみられることから不規則な投棄であったにもかかわらず、比重の軽い動・植物遺体

が上位にきたのであろう。

遺物の分布は、河床部分の幅 6mの範囲に限られ、調査区対岸の削平された土層断面中に

も量は少ないものの同様の遺物が含まれていた。第11・ 12層 では、古墳時代前期の五領期か

ら、古墳時代後期の鬼高期の土師器片と炭化の進行途中の材が、砂層中に散漫に分布してい

た。石鏃は 2点 とも、掘削の終了している新十郎川の河床の流水中よりの採集品である。

茅 3図  旧 河 床 地 点 )し 蒟 主 居 図
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(2)土 師 器

土師器には、不 。皿・蓋・甕 。鉢・高不・壺等があり多種にわたっている。旧河床地点の

下層からは、甕・三・高不・不が出上 している。甕は、写真図版 4に 示 した S字状口縁のも

のや 6図 1の ものは、ともに五領期の台付甕の口縁部破片である。高不は、不部に稜がみら

れ、脚部は丈の高いものと低いものの 2者があり、裾部で大 きく開 く形をとるものと漏斗状

のものがある。不は、日縁部端で小さく屈曲する丸底のもの (7図 15t17)、 単純な丸底の

もの (7図 20～ 24)、 外面に稜 をもつ もの (7図19)がある。これは、内外面 ともに赤彩が

施されている。

上層 (9層 )出上の上師器は以下のように分類される。

不 1類 底径が大きく暗文のないもの (8図 1～ 10)

不 2類 底径大 きく、みこみ部にも暗文のあるもの (10図 28・ 31・ 34・ 36・ 39、 11図42)

不 3類 底径大 きく、深めでみこみ菩るにも暗文のあるもの (8図 11～ 13、 9図 、10図 29)

不 4類 底径が小さく休部のみ暗文のあるもの (10図 21～ 27。 30。 32・ 33・ 35。 37・ 38)

(11図 40。 41・ 43～ 48)

第 3節 人 工 遺 物

(1)石  器

本調査で確認された最古の遺物で、縄文時代の石鏃である。

2点 とも旧河床地点の中の工事によって掘削の終わっていた

河川流路上に存在していたものである。 1は 先端部茶色で胴

部灰色のチャー ト製の石鏃で基部以下の脚部を欠損している。

非常に鋭利な先端部をもち、有刺鏃状に刃部の子J離が行なわ

れている。凱存長18mm・ 厚さ 2 mmと 薄手の作 りである。 2は、

灰色チャー ト製の平基有茎石鏃である。茎部の先は一部欠損

しているもののほぼ原形を窺える遺物である。現存長28mm。

幅16mm・ 厚さ3.5mmを 計 り、きれいなシンメトリー形をして

いる。断面形はレンズ状をなし、刃部はていねいに劉離され

有刺鏃状になっている。他にこの石鏃に伴なうような時期の

遺物がみられない点と遺物の出土状態からこの 2点の石鏃は、

十郎川上流の大山沢川沿岸の遺跡から流されてきたものであ

る可能性が高い。

手持 ちヘ ラケズ リ

ー
0~  (矢 FPに 白ヌキ九FP)

―
¬諭転 4斗

第 5図 ■ 春 実 測 図 え 例
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lTh b類 底径が小さく暗文のないもの (11図49～ 58)

皿 1類  渦巻状暗文をもつもの (::目
鬼I皇 i島二と

｀
.ユ:聟二714!吾 二::図

23・ 24)

皿 2類 放射状暗文をもつもの (15図 25～ 30)

皿 3類 暗文をもたないもの (12図 4・ 5、 16図 31・ 35・ 36・ 42・ 48・ 5駄 26図 )

蓋 1類 擬宝珠形つまみを有するもの (17図 1・ 2,8、 18図 9～ 16)

蓋 2類 高台形つまみを有するもの (18図 19～ 21)

蓋 3類 つまみの不明なもの (17図 3-7、 18図 17。 18)

甕 1類 輪積み成形のもの (20図 1～ 5・ 7・ 9・ 10)

甕 2類 ロクロ成形のもの (20図 6・ 8)

以上の他に、19図 に示した単品出上のものがある。 1は 、四角形の透じ窓が入り上下の径

差が少なくヘラ削りが明瞭で精緻な胎土をもつ特殊なものである。 2は 、口縁部内面にスス

・タールが付着しており、燈明皿として使用されたものである。 3は手担ね土器で、成形時

のヒビ、指頭圧痕が明環に残る。 4は薄手に造られた鉢で、ロクロ成形され糸切 り後手持ち

のヘラケズリが底部に施されている。 5は 、ロクロ成形後体部下半にヘラケズリが施されて

おり、上部は横位のヘラミガキがされている。

3
4

18

第 7図 旧 河 床 地 点 下 居 裁 主 主 暴 ②・ /3



第 1表 旧河床地点下層出土甕。重・高不一覧表
※ 法 量 の数 字 は 、 日径 ・ 底 径 ・ 高 さ を表 わ し、 ( )は 推 定 値 を示 す 。 単 位 cm。

番号 器 種 法 量 整 法技形 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

一甕
　
　
　
一車
　
　
　
一笠
　
　
　
一霊
　
　
　
一霊
　
　
　
一尊
　
　
　
，

高 郭

高 不

高 J7h

高 杯

高 不

高 郭

壺

碗
　
　
碗

不

郭

邪

写

写

不

(12.8)

6.1

5.0

7.5

6.0

3.6

(16.4)

(22.0)

11.2

106

(144)

(12.8)

(16.0)

(12.1)

(11.0)

10,3

4.1

(13_8)

10.2

52

(11.8)
49

(12 0)

(14.4)

(13.4)
3.7

内面・ 外面 ともにハ ケ メ
ロ縁都 はナデ調整

内面・ 外面 ともに粗 いハ ケ メ

内面底部に粗い左回 り方向のハケメ
内面胴酎には甜レう■嘲営回リラケ向″ン ケヽメ

内タト面 ともにハ ヶ メ

外 面 にヘ ラ ケ ズ リ

外 面 底 都 ヘ ラ ケ ズ リ

脚 部 と郭 部 の接 合 部 分 にヘ ラ ケ ズ
リ

罫 部 の下 の稜 よ り下 ヘ ラ ケ ズ リ
内 面 に一 菩Ьクヽ ケ メが 残 る

脚 音卜つ け 本艮にハ ケ メが 一 吉卜残 る
脚 部 上 半 はヘ ラ ケ ズ リ

表 面 は放 射 状 に ナ デ 、 内 面 は横 ナ
デ

脚 部 上 半 と下 半 を接 合 させ る
外面 は縦 のヘ ラケ ズ リ内面 は オサエ

ケ ズ リの 後 、'放射 状 の ミガ キ
内面 は ナ デ

胴 部 横 位 のヘ ラ ケ ズ リ
ロ縁 部 及 び 内面 は横 ナ デ

胴 部 横 位 のヘ ラ ケ ズ リの痕 跡
内面 に ハ ケ メ

胴 部 にヘ ラ ケ ズ リの痕 跡

底 部 付 近 にヘ ラ ケ ズ リの痕 跡
内 面 にハ ケ メ

ロ クロ成 形

ナデ に よる整形 も形 が いびつ

ヘ ラケ ズ リ後ナデ

ロ ク ロ成 形 後 、 横 位 ヘ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ ケ ズ リの痕 跡

80ワち

209必

20%

50ワろ

50ワ笞

30夕ろ

309ろ

55%

70ワろ

95%

40%

209ろ

30ワろ

209ち

頸 都 に炭 化 物 付 着

胎 上 に雲 母 ・ 花 開岩 ・ 安 山
岩 の砂 粒 を含 む

胎 土 良 質 ・ 焼 成 良 好

モ ミの圧痕 あ り
内面底部 に焼成時の亀裂 あ り

胎 上 に長 石 ・石 英 等 の砂 粒
含 む も焼 成 良 好

胎 土緻 密 に して 焼 成 良 好

上 げ 底 風 な る も丸 底 で あ る

内面 中央 付 近 は 暗文 風 に
ガ キが され て い る

内 面 に 焼 成 後 の キ ズが ケ ズ
リの痕 跡 状 に 見 られ る

焼 成 良 好

焼 成 良 好

回縁 部 に 沈 線

内 面 下 半 に 暗文 風 の ミガ キ

焼 成 良 好

放 射 状 暗 文 風 ミガ キ

内 外 面 と も ター ル状 の 炭 化
物 が 付 着 して しゝ る

内 面 赤 色 塗 彩

焼 成 良 好

内 面 ミガ キ の痕 跡

不 規 則 な ミガ キ状 の 沈 線

焼 成 良 好

焼 成 良 好



第 2表 十日河 床 地 点 出土 不一 覧 表 (1)
※ 法 量 の数 字 は 、 日径 ・ 底 径 ・ 高 さ を表 わ し、 ( )は 推 定 値 を示 す 。 単 位 cm。

番号 器 種 法 量 整 形 技 法 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

17h

邪

不

jITh

不

lTh

不

不

邪

不

不

不

17h

17h

lTh

不

邪

JFh

j17h

lTh

100夕笞

35ワち

65ワ笞

20ワろ

35ワろ

20夕ろ

％
　
　
％
　
　
％

35ワろ

60ワろ

100ワ必

95ワ笞

60ワろ

65ワ笞

70夕τ

85ワろ

309ろ

底都・墨書 「十」

ク ロ 右 回 転

内 面 炭 化 物 付 着

み こ み 部 放 射 状 暗 文 風

幅 広 の ミ ガ キ

体 都 下 半 ‐墨 書 「 〇 〇 」

み こ み 部 に も放 射 状 暗 文

体 都 下 半 ・ 墨 書 「 〇 〇 」

み こ み 部 に も放 射 状 口音文

み こ み 部 に も放 射 状 暗 文

み こ み 菩Ь
`こ

も 放 射 状 胃音文

底 都 墨 書 「 生 」

み こ み 部 に も 放 射 状 暗 文

み こ み 部 に も 密 な 放 射 状

日音文

量交皇華警震姿疾語笠符識

み こ み 著卜に も 放 射 状 口音文

焼 成 良 好

み こ み 部 螺 旋 状 暗 文 、 体 部

部 放 射 状 暗 文 、 内 黒

み こ み 部 に も 放 射 状 暗 文



第 3表 旧河床地 点 出土不一 覧表 修)

番号 器 種 法 量 整 法技形 残存率 備 考

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

郭

不

郭

不

不

郭

lTh

郭

郭

郭

郭

郭

郭

j7h

郭

郭

辱

不

邪

郭

1■ .2
5.7
47

(11.0)
5_5
4.5

11_5
5,4
4.2

11 2
46
3.9

11_3
4.7
4.1

(1014)
( 4.2)
4.0

(1■ .6)
4.8
4_■

(11.O)
(5.4)
4_0

(12.9)
( 50)
5.3

４

６

４

　

０

３

４

蜜獣票蕩〒稜史す】2夕〔F,り

後喜:ヨ層蕩FF稜 I亀す蹴夕〔T,リ

奮謙更歩夢婁,ヘ
ラケズリ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ
底 部 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ
底 部 糸 切 り後 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ
底 部 糸 切 り後 ヘ ラ ケ ズ リ

鉢 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ
底 部 糸 切 り 後 ヘ ラ ケ ズ リ

体 都 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ

奮載更サ夢妄,ヘ
ラケズリ

奮離更サ夢婁,ヘ
ラケズリ

蜜離更歩夢芸,ヘ
ラケズリ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ

後載衰サ夢婁争
ヘラケズリ

奮喜眼渉季葵,ヘ
ラケパリ

篠喜【正華貢すζみ軍
ケズリ

蜜喜【良ぢ夕葵〒
ちヘラケズリ

径謙夏蓄夢葵,ヘ
ラケズリ

徐藪醒鎌言慧≧ここ夏9ごみキ

後藪票蕩F稜含贔案す歩ズリ

70%

45夕ろ

55夕笞

80夕ろ

60ワ笞

30●/9

50ワ必

40ワろ

25ワろ

25%

30ワろ

309ち

20ワ笞

30ワろ

40ワろ

15%

509笞

709ろ

45ワろ

75ワ笞

放 射 状 暗 文

斜 ジ グ ザ グ 暗 文

花 弁 状 暗 文

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文
み こ み 部 に も 放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文
み こ み 部 外 縁 に 円 形 暗 文

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文
み こ み 都 外 縁 に 円 形 暗 文

放 射 状 暗 文

一 点 集 中 型 放 射 状 暗 文

み こ み 菩hに も放 射 状 口音文

放 射 状 暗 文

努 督 嫁 蘇 斎 議 滋 厨 金 亀 鉦
着

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文

み こ み 部 に も 放 射 状 暗 文

花 弁 状 暗 文



第 4表 旧河 床 地 点 出土 不 一 覧 表 (31

番号 器種 法 量 整 枝形 法 残存率 考備

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

lTh

lTh

17h

lTh

lTh

lTh

17h

lTh

不

辱

lTh

JTh

不

不

lTh

lTh

邪

lTh

く 6.9)

(12.9)

(13_2)
( 39)
50

(14.1)

１

５

４

　

１

　

　

２

６

４

　

１

４

３

　

２

６

４

　

８

６

６

(22.6)

10.0

8_O

(11.6)

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 糸 切 り 後 ヘ ラ ケ ズ リ

体 都
`こ

―一部 ミ ガ キ

体 部 下 端 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 後

キ

底 部 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 糸 切 り 、 削 り 出 し 高 台

体 部 ミ ガ キ

体 部 下 端 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

削 り 出 し 高 台

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ

底 都 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 ヘ ラ ケ ズ リ

体 都 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 糸 切 り

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ

底 都 ヽ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

内 面 ミ ガ キ

体 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

削 り 出 し 高 台

体 部 下 端 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

削 り 出 し 高 台

20夕ろ

20ワろ

209ι

35ワろ

15%

25ワろ

20ワ笞

40夕ろ

40ワろ

40夕ろ

80ワち

35ワろ

3095

放 射 状 暗 文

み こ み 部 に も放 射 状 日音文

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文
両 面 体 部 下 半 表 面 が 劉 離

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文

花 弁 状 暗 文 、 底 部 い び つ

特 殊 暗 文

口 唇 部 に 布 の 圧 痕

内 面 は 平 滑 に ミ ガ キ

内 黒

内 黒

内 黒

内 黒

内 黒

内 面 下 半 に 漆 付 着
(ス ク リー ン トー ン 表 示 )

12
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第 5表 旧河 床 地 点 出土 皿 一 覧 表 (1)

※ 法 量 の数 字 は 、 口径 ・ 底 径 ・ 高 さ を表 わ し、 ( )は 推 定 値 を示 す 。 単 位 cm。

番号 器種 法 量 整 法技形 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

17.1
7.0
2,7

(16.3)
6_6
2.6

8.0

(1212)
2.1

(126)
( 5.0)
2.0

(15.6)
4.2
3_2

(15.■ )

7.3
2.7

(16.2)
5.3
2_9

(15.6)
( 5_0)
2.8

(16.0)
( 5.4)
3.0

(14.5)
6.5
2.4

(14.5)
6.0
2.5

(14.8)
( 7_0)

2.3

(15.6)
( 6.4)
27

(14.O〉
4_4
2.■

(15_3)
7.0
2.2

13_4
4.O
2.6

(14.8)
6.6
2.6

(15_2)
( 6.2)
2.7

糸 切 り 後 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

体 都 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 糸 切 り後 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 糸 切 り 後 ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 か ら 体 部 下 半 に か け 手 持 ち ヘ

ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 糸 切 り後 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 卦 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 著Б回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 糸 切 り後 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 著巨回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

85ワろ

60ワ笞

409笞

30夕必

40ワ笞

50%

70ワ笞

25ワ笞

259必

45%

409/D

309笞

15%

70ワろ

40%

100ワあ

40夕ろ

259必

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

暗 文 な し

暗 文 な し

渦 巻 状 暗 文

特 殊 渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

粗 な 渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文
口 緑 都 付 近 表 裏 と も ス ス 付
着

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

17



第 6表 旧河 床 地 点 出土 皿 一 覧 表 (動

番号 器 種 法 量 整 技形 法 残存率 考備

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

(13.4)
5.6
2.6

137
68
2_1

(14.2)
50
28

(128)
(58)
24

(14.0)
( 5.6)

2_7

66

5_7

12_O

(15.2)
6.0
3_0

14.4
7.2
2_2

(13.1)
4.0
2.5

13.2
6_3
2.0

(13_1)
54
2.9

(17.9)
( 6_8)

3_1

(17_2〉
10.0
2.5

(15,0)
( 5.3)

2_3

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

然 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 糸 切 り 後 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 都 糸 切 り 後 ヘ ラ ケ ズ

体 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 糸 切 り後 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 糸 切 り 後 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 都 糸 切 り後 ヘ ラ ケ ズ リ

外 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

75ワZ

75ワろ

55夕ろ

20ワろ

25ワ笞

45ワち

60ワろ

759う

40ワろ

95ワτ

50夕ろ

2595

30夕ろ

259/D

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文 の 外 縁 に も 最 後
に 暗 文 が 付 さ れ る

放 射 状 暗 文 の 外 縁 に も 最 後
に 暗 文 が 付 さ れ る 。
内 面 ス ス 付 着

放 射 状 暗 文

放 射 状 暗 文
焼 成 後 底 部 に 線 刻

暗 文 な し

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

口音 cゞな し

暗 文 な し

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文
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第 7表  旧河 床 地 点 出土 皿 一 覧 表 (働

番号 器 種 法 量 整 形 技 法 残存率 備 考

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

(1■ .5)
5.3
2.3

(13.6)
( 5_0)
2.5

(15,6)
(5.9)
3.2

(14.8)
6.■
2.8

(15.6)
( 5,4)
32

(13.1)
4.O
2.5

(13_6)
( 4.6)
24

(15.8)
4.6
2_8

(12.6)
(5.3)
3.2

(15.4)
(10.2)
2.2

(15_2)
4.O
2.5

(13.8)
(5.5)

3.1

(16.6)
(10.4)

2.6)

(13.4)
(7.0)
3.O

体 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ

底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ

底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 端 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 糸 切 り後 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 部 糸 切 り後 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ (?)

体 都 下 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

25ワろ

25ワち

30ワち

40ワろ

30ワろ

40%

40%

45%

20%

309ち

359ろ

25ワろ

30ワ笞

45ワろ

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

暗 文 /3‐ し

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 支

渦 巻 状 暗 文

内 面 ミ ガ キ

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

暗 文 な し

19
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第 ■2図 旧 河 床 地 点 激 主 ユ (■)・/3
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第 ■3図 旧 河 床 地 点 裁 主 工 (2)■/3
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第 ■4図 旧 河 床 地 点 童 ユ エ (3)・/3
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第 8表 旧 河 床 地 点 出 土 蓋 一 覧 表

番号 器 種 法 量 整 法技形 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

口 径 18.
fIL径 3
高 さ 4.

(17.4)
2.7
3.9

(18.2)

16.6

(17.6)

(15.0)

(23.2)

2.2

3.2

3.3

3.O

3.3

2.7

2_7

3_4

2.5

(17.8)

(17.6)

22.9
(60)
4.3

6_O

17.5
6_1
3.7

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 ミ ガ キ 状 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ パ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
体 部 放 射 状 ミ ガ キ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ後 渦 巻 暗
文 状 ミ ガ キ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
リ ン グ 状 削 り 出 し鉦

争ひ歩装置計新oこ蓬
ンぐり

体 部 上 半 回転 ヘ ラ ケ ズ リ
リン グ状 削 り出 し鉦

70ワろ

55ワZ

209笞

609ち

25夕ろ

30ワろ

30ワろ

309笞

409ろ

90%

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文
内 面 ス ス 付 着

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

幅 広 渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

放 射 状 暗 文

暗 文 な し

渦 巻 状 暗 文
内 面 ス ス 付 着

放 射 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文

渦 巻 状 暗 文
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第 ■9図 旧 河 床 地 点 誼 主 主 師 暴 ■/3

第 9表 旧河床地サミ出上高郭・鉢 。壺等一覧表

※法 量 の数字 は、 口径・ 底径・ 高 さを表 わ し、 ( )は 、推定値 を示す 。単位 cm。

番号 器 種 法 量 整 形 技 法 残存率 備 考

１

２

３

４

５

高不 ?

鉢
　
　
一霊

７
５

３

　

７
６

４

　

・９

一
８

　

４

１０

１６

ロ ク ロ 成 形 後 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

ロ ク ロ 成 形 後 体 部 下 半 、 底 都
と も に 弓判寺 ち ´ヽ ラ ケ ズ リ

手 裡 ね

ロ ク ロ 成 形 、 底 部 糸 切 り後
手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

ロ ク ロ 成 形 、 体 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ
ケ ズ リ心 底 部 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

95ワτ

95%

40ワち

45ワろ

四 角 形 の 透 し が 入 る
焼 成 良 好

内 面 口 縁 部 に ス ス ・ タ ー ル
カf付着

内 タトと も に オ旨頭 圧 痕 が 明 瞭

焼 成 良 好
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第 20図 1日 河 床 地 点 lH土 甕
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第 10表
※ 法 量 の 数 字 は 、 口径

旧 河 床 地 点

底 径 ・ 高 さ を表 わ し、

土 甕 一 覧 表
)は 推定値 を示す。単位 cm。

山
山
　
＜

番号 器 種 法 量 整 技形 法 残存率 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

甕

簑

甕

甕

甕

甕

蓑

甕

甕

甕

(25 2)

(29 4)

(24_8)

24.8

34.4

( 7_8)

7.3

7_7

6_3

6_3

7.5

⌒ ケ メ 整 形
口 縁 部 ナ デ 整 形

夕ヽ ケ メ 整 形
口 縁 部 ナ デ 整 形

ハ ケ メ 整 形
口 縁 部 ナ デ 整 形

^ケ メ 整 形
口 縁 部 ナ デ 整 形

内 面 ^ケ メ 整 形

ロ ク ロ 成 形
底 菩Ь糸 切 り

内 面 ′ヽ ケ メ 整 形

ロ ク ロ 成 形 底 部 ヘ ラ ケ ズ リ
胴 部 下 半 手 持 ち ヘ ラ ケ ズ リ

ケ メ 整 形 後 ナ デ 整 形

98ワち

外 面 ス ス 付 着

外 面 ス ス 付 着

外 面 ス ス 付 着

待 留 昏 穀 鉱 涯 多 全 年 存 着

木 葉 底

外 面 ス ス 付 着

木 葉 底

内 外 と も ス ス 付 着

木 葉 底

(3)須 恵 器

器種は、蓋・郭・甕・長頸壺が確認される。

1の蓋は、擬宝珠形のつまみのつ くものである。体部上半は、回転ヘラケズリ整形されて

平担になっている。内面は、ススの付着があり、中央部は磨耗 して滑らかになっている。硯

として転用されたものである。

不は、底径のやや大きめの糸切 り痕を残すものと、断面四角形の高台付のものがある。 7

は、白っぽい色調の仕上が りをみせ、胎土は精緻で他 と区別される。上げ底風の底部は、糸

切 り後周囲をヘラケズリしている。 8は 、やや丸底風の底部に断面四角形の大きめの高台が

付けられている。 9は 、底部糸切 り後断面四角形の高台が付けられ、ロクロ整形されている。

10～ 12は 、甕の口緑部である。10は折 り返 し口縁をもち、薄 く自然釉が付着 している。11

も折 り返 し口縁をもつ破片であるが、頸部の くびれが激しく、胴部が張る形をとる。胴部表

面には、平行線状の叩き目が施されている。12は 口径の大きな甕で、径 5 mm以上の砂粒が含

まれ、割 と粗雑な造 りとなっている。須恵器の中で、甕の胴部破片で平行線や格子 目の叩き

目のある破片が、全体の約 8割 を占める。内側に青海波文のあるものもある。

113は 、長頸壷の頸部である。胎土は緻密で良好な仕上が りである。

30



∈ 三 ≡ 董 峯 垂 ≧ 曇 菖 雪

g三

二 三 三 三 ≧ ≦ ≦ 差 記     

＼

く

〔

〔
[[[』 []::::::'そ

"ア

 ヽ、
＼

立 三 三 三 三 三 三 正 三 三 三 三 ≡ 三 τ =:

1

ィン″́″″‐ン'‐ヤ~…‐́―――――r==≡ζ
il:::::::::こ

::::::::ここここミ
:与

|

7

・３

茅 2■ 図 1口 河 床 地 点 激 土 須 患 暴



第11表 旧河床 地 点 出土 須 恵 器 一 覧 表
※ 法 量 の数 字 は 、土 師 器 に 同 じ。

番号 器 種 法 量 整 形 技 法 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

不

郭

写

lTh

甕

甕

甕

長頸重

12_5
2.1
2.8

25

(14.0)

(14.6)

(17.4)

(13.2)
6.9
3.6

(12.2)
( 3_6)
3.7

9.2

8_2

(28.0)

(17.7)

(36.0)

体 部 上 半 回転 ヘ ラ ケ ズ

ロ ク ロ成 形

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 都 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

体 部 上 半 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

底 都 糸 切 り

体 部 下 端 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
底 都 糸 切 り

底 部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ
付 け 高 台

底 部 糸 切 り 後 回 転 ヘ ラ ケ ズ

付 け 高 台

口 縁 都 ナ デ 整 形

月同HISタ タ キ メ
ロ 縁 部 ナ デ 整 形

口 縁 部 ナ デ 整 形

粘 土 帯 積 み 上 げ

リ

909/9

209ち

20ワ笞

％
　
　
　
％
　
　
　
％

内 面 墨 付 着
硯 に 転 用

表 裏 と も に 自 然 釉 付 着

表 面 自 然 /7t付着

表 裏 と もに 自然釉 付 着

第12表 旧 河 床 地 点 土 瓦 一 覧 表

番号 種 類 成 形 凸 面 凹 面 佃U 面

1

2

3

4

5

丸瓦

丸瓦

平瓦

平瓦

平瓦

桶巻き造 り

桶巻き造 り

一枚造 り

一枚造 り

不明

撚糸 L・ ナデ

ナデ

撚糸 L

撚糸 L

撚糸 L

布 目後櫛 目

布 目

布 目

布 目

布 目・炭化物付着

ヘラケズリ

ナデ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

ヘラケズリ
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第 4節 植 物 遺 体

(1)植 物 遺 体

大坪遺跡出土植物遺体は、十郎川旧河床の河成堆積層中にあり、極めて長期間、高含水量、

温度平衡条件下に存在したという特徴を示している。木材片は一般にリグニン溶出がみられ、

材の基礎組織は脆弱化している。しかし顕微鏡的な材の構成要素はほぼ原形をとどめ、種の

同定が可能である。また、種子・果実類はほとんど核果、堅果の上皮のみの残存にとどまり、

内容を伴なわ7Exた め同定不能のものも多い。

出土植物遺体は第13表に示したが、木材片は針葉樹材ではコメツガ、ツガ、ヒノキ、スギ、

モミなどが見出された。広葉樹材は典型的な落葉広葉樹林帯の構成種でクリ、コナラのほか、

オニグルミ、カンバ、カエデ、サクラ類の枝条が見られる。針葉樹には高地性の種もみられ

るが、他は現在の甲府市北部山間地の植生と大きくは変らない。もし、これらの植物遺体が

自然流下材であればその堆積環境から本遺跡後背地の山間部植生を反映すると考えられるが、

人為的な加工痕などがあれば、考古学的な考察を加えて検討されるべきものであろう。ちな

みに本遺跡付近には奈良・平安時代に土器などを製造した窯があったと推定されているが、

その燃料用材の供給といった点からの古植生復原は興味あるテーマである。

一方、種子などの植物遺体中で最も多い種はオニグルミである。ほとんどが内容を伴なわ

ず核は二裂する。次いで多い種はモモの核だが、その大きさにバラツキの多いのが本遺跡の

特徴となっている。一般にモモの本邦野生種はその核が、栽培種に比較してあきらかに小さ

いが、出土したモモの核の大きさのバラツキが何を示唆しているかは資料数の不足もあって

正しい判断は下せない。またスモモ P/笏%%S Sα力εグηα Lケ %プど、と思われる核も5個見

出されている。スモモは中国原産であり、本邦では鮮新世における出土例はあるが野生種は

ない。種の同定と出上に対する考察は、更に甲府盆地内の出土例数や資料数のつみ重ねで検

討すべきである。なおモモの核はアカネズミの特徴ある食痕 (写真)がみられる。このほか

クリ、コナラ、ミズナラ、アベマキの堅果が多数見られるが、いずれも内容 (子葉部)を 伴

なわない。ゥリ類の種子 1、 カキ様の種子 1、 ヒョウタン類の果皮 1がみられた。

またコフキサルノコシカケ Gα %ο諺″タタ筋 άガα%α チク%(pers.ex waH r.)pat.

が一点出土している。本県釈迦堂遺跡 (縄文)よ り炭化した担子菌を検出している (未発表 )

が、他の出土例は少なく注目すべきものであろう。

以上、大坪遺跡出土植物遺体を概観したが本遺跡が旧河床にあるため、低湿地遺跡とはそ

の堆積メカニズムをやや異にする。さらに資料の数量を蓄積して当時の生活・生業の解明を

はかりたい。その意味でも貴重なデーターとなるであろう。 (市河二次 :山梨県女短大 )
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第13表 十日河 床 地 点 出土 植 物 遺 体 一 覧 表

番 号 種 別  樹  種 名学 備  考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

片

片

材

片

片

片

片

条

条

条

条

果

材

材

板

材

材

材

材

枝

枝

枝

枝

核

コメツガ

コナ ラ

ツガ

ク リ

モ ミ

ヒノキ

スギ

オニ グル ミ

カンバ な ど

カエデ

サ クラ類

オニ グル ミ

モモ

ミズナ ラ

ク リ

アベ マ キ

ウ リ類 (?)

カキ(?)

ヒ ョウタン類

果

子

皮

堅

種

果

Ts夕F,″ゲυ¢/s夕/ο どゲα h/1ASTERS
Oク¢/ε夕s s¢ //αチ, T HUNBERG
Tsク▼,sゲ¢うο′ブカ C ARRIERE
C,sチ ク″¢ク σ″¢″クチα  S.et. Z.

4うルSアルタα S.et.z.
(,力α夕″夕α¢θノ́ α″ゲS οbサ %sα  ENDL.
C′夕́ チο夕%?″ ガクブ,夕ο″ゲσ, D.DON.
デ%g′ α″S Sゲ¢うο」プゲρη,MAXIM.
B¢チクど,sy)′少.

4σ¢″ s´夕 .

P/ク″クs s´ク.

アタすどα″S Sゲ ♂うο′,ゲ αη,MAXIM.
P/%%″ s´ ιπdゲ どα BATScH
C夕 9/ひ 夕S θ/ゲ sっ %ど α BLUME
Cα sチ αη¢α ο″?η ,チ, S.et.Z.
O″ ?″ θクs ク,/ケ αうゲどゲs BL.
C UCURUBITACEAE
Dガ οSタノイοS サ

'カ
ゲ T HUNB.

焼 痕

細 棒

(多数 )

キカラスウリに似る

奈良時代以降に出土

裂 片

(2)動 物 遺 体

大坪遺跡出土獣骨鑑定書

小林家蓄病院 院長 小 林 君 男

昭和57年 11月 12日 ～12月 6日 甲府市横根町字大橋 2

点、歯 7点及び出土時の写真を詳細に検討した結果、

ます。

12番地、大坪遺跡発掘調査出上の骨24

次のとお り鑑定 しましたので報告致 し

出土品の獣骨及び歯は、我国の在来馬 (すでに絶減した馬ですが、木曽馬に近い小型の馬

種)です。また、馬の年令は、歯の状態により成獣であると推定されますが、牡化は不明で

す。

資料中に幸いに殆んど原形で出上した下顎骨は、下縁の形に在来馬の特徴を示しています。

中手骨は、骨端に馬特有の形がみられます。歯は、前臼歯 3、 後臼歯 3が下顎骨に残ってお

り、分離したものに切歯 2、 自歯 5があります。切歯には、幼獣に見られる歯漏斗がないた

め成獣である事が判断できます。他に馬の第18肋骨 (最後肋骨)、 馬の第 3頸椎、大の可能

性のある尺骨等がみられます。
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第 V章 教 習 所 地

第 1節 層  序

第 1層、教習所整地の際の客土。第 2層 、灰褐色上層、ぶどうの根の進入が著しい耕作土。

第 3層 、灰褐色土層、径 5 mm以下の砂粒や炭化物が多く含まれる。粘性は弱くまれに土師器

の小片が入る。第 4層、暗灰褐色粘土層、黄褐色の酸化鉄が多く含まれる。色調は 3層 と5

層の中間であり、まれに土師器の小片が入る。第 5層 、茶褐色・漆黒色混合粘質土層、責褐

色酸化鉄の粘性の少ない土が多量に混ざる。平安時代前半の上師器が最も多く含まれている。

第 6層 、漆黒色粘土層、密度が高く非常に粘性が強い。上部に土師器を含む。第 7層 、漆黒

色・緑褐色粘土層、粘性が強 く6層 と8層 の上面の層との混合層である。まれに土師器が含

まれ、酸化鉄の責褐色の斑点も含有する。第 8層 、緑褐色砂質土層、上位 5 cmほ どは粘性が

強 く灰色味がかかっている。

第 4層 は、旧水日の床上下の土で瓦の原料となった土層である。地元の人の話では、戦前

付近の瓦屋がこの上を買い求めて、瓦を造っていたという。

第 24図 教 習 所 地 点 土 居 図

第 2節 遺 物 の 出 土 状 態

発掘調査地点は、教習コース下に埋設される雨水排水管の掘削断面中に遺物が露呈してい

た部分である。

遺物は、第 3層から第 7層 までの間に見られた。土師器が集積された状態で集中していた

のは、第 5層 と第 6層 の上面であり、高低差20cmの幅である。平面的には、南北60cm東 西20

Cmの狭い範囲であるが、工事の掘削により西側へはもう少し広がっていた可能性がある。遺

物は、集中していたが特別な掘 り込み等の施設はないようである。 (第24図 )

土師器の集中部分は、25図の11の 不が最下部に置かれ、その上に 5の不 。1の皿・ 8の不

とほとんど完形に近い土師器が正位に積み重ねられた状態で出上した。 (写真図版 2右上 2

占
小
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点)さ らにこれらの上方には、不を中心と

これらの遺物は、一括廃棄されたという

る出土状態であった。

した上師器の破片が散在していた。

より、あたかも置かれたような整然さを感じさせ

第 3節 出 土 遺 物

本地点出上の遺物は、すべて土師器である。この上師器は、粘土質の上層中に包含されて

いたため表面が荒れているものがほとんどであり、内面に描かれている暗文もかすかに痕跡

を留めるのみの状況である。

皿は、 1のみが唯一器形を窮える資料である。底部は回転ヘラケズリ調整され、体部下端

も同様に回転ヘラケズリ調整されている。この調整がなされる前に斜位方向のナデが施され

てVPる 。器形は、体部に丸味をもち、日縁部はやや外反し丸頭状になる。内部は、体部中央

で断差がつき、わずかに渦巻状暗文の痕跡が残る。胎土は、不などとも同様にこの土地特有

の赤色の小スコリアが混ざり、器面には赤褐色と白色の縞が看取される。

本地点出上の不は、日径の集中度合から大きく3分類される。

不 1類 口径11.3cmを 中心とするものである。底径は、 5.Ocm高 さ 3.7cm付近に集中する。

底部は、糸切 り後ヘラケズリ調整されている。体部下半は、手持ちで斜位のヘラケズリが施

されており、内面には放射状暗文を有する。口縁部は、 6の ようにやや工縁化して外反する

ものと、 8の ように体部からそのまま丸頭状になるものがある。底部内側は、中心部と外縁

部が薄 くなり、環状に厚 くなって ドーナツ状を呈する。

不 2類 口径が12.8cm付近のもの。底径は 5.5cm・ 高さ 4.4cm付近に集中する。底部は糸

切 り後ヘラケズリされているが、 4・ 7の ように糸切 りの痕跡をまったく残さないものもあ

る。体部下半は、斜位の手持ちヘラケズリが施されている。体部内面には、放射状暗文が見

られるが、 3・ 4に はその痕跡は留められていない。日縁部は、やや玉縁化し外反する。

不 3類 口径が15,4～ 16.2cmの 範囲のもの。底径は、 7.0～ 8.Ocmの 範囲で、高さは 6.0

0m付近に集中する。底部は、糸切 り後回転ヘラケズリ調整されており、削り出し高台になっ

ている。回転ヘラケズリ調整は体部下半に及び11の 底部は糸切 りの痕跡を留めないほど入念

に施されている。体部内面には、 9。 10に放射状暗文の痕跡が残るが、11は器表が荒れてい

るため、その存否は不明。体部は 9・ 10がやや丸味をもち、mは 直線的である。口縁は、九

頭状を呈するが、 9のみやや玉縁化し外反する。

図示できなかったが、他の器形としては蓋がある。日径は20cm前 後で、端部にかえりをも

つものである。器表は荒れており、暗文の有無は不明である。

上記の上師器は、旧河床地点の分類によると、皿 1類、不 4・ 5類、蓋 3類に当たる。
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第 25図 狭 習 所 地 点 激 主 主 師 奉 ■/3

39



番号 器 種 法 量 整 法技形 残存率 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

皿

不

不

lTh

lTh

耳

lTh

lTh

lTh

lTh

17h

(

・３

５

２
　

・２

５
４

　

・３

５

４

・２

５
４
　

・２

５
４
　
■

５

３

３

５

４

１

５

３

　

６

７

６
　
６

７

５
　
５

７

５
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第14表 教 習所 地 点 出土 土 器 一 覧 表

第 Ⅵ章  ま  と  め

第 1節  出土遺 物 につ いて

土 師 器

本遺跡出上の土師器は、五領期から国分期のものまで幅広 く存在する。本文中で詳しくふ

れることができなかった遺物量の豊富である奈良時代から平安時代前期のlTh・ 皿・蓋 。甕に

ついて、本文中の分類に従って説明を加えてみたい。

(1)lTh

lTh l類 (第 3図 1～ 10)

口径の大きさと比較 して底径が大きく暗文のないものを一括する。さらに底部の形状で二

分が可能である。それは、底部外縁よりも中央部が凸出する九底状を呈するものと、平底の

ものである。丸底状 を呈するものは、第 3図 1・ 4・ 10である。 1は 、体部の口縁部付近 ま

で手持ちによるヘラケズリが弧状に施されてお り、ヘラケズリの右半分は左傾する特異なも

のである。この底部には「十」の墨書がある。10は 、厚手のもので、底部外縁部に細かな手
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持ちのヘラケズリ調整がみられる。器体部は、内外ともに入念なミガキが施され、光沢をも

呈するほどである。外面は、縦方行に細か くヘラミガキされてお り、内側が横方向であるの

と対照的である。内面の底部には、放射状暗文のはしりと言えるような 3 mm～ 5 mmも ある幅

広の ミガキがみられる。平底のものは、整形技法等ほぼ同一である。底部は、中央部にやや

凹んで糸切 り痕が残 り、この周囲を四回以上のヘラケズリによって調整されている。体部は

6～ 8回 の粗な間隔で底部から右に傾 く斜位方向の手持ちヘラケズリが施されている。内面

は、ロクロの成形時の痕跡を明瞭に残すほか、穀物の油分が付着 したような暗褐色を呈する

ことが特徴的である。

(2)不 2類 (第10図 28。 31・ 34・ 36。 39、 11図 42)

底径が大 きくやや浅めであり、体部及びみこみ部にも暗文の施されているものを一括する。

高さ約5.O Cmを もって不第 3類 との境界とする。器形は、口縁から体部にかけて直立ぎみで

底部付近にて、急激に湾曲をすることが特徴申である。28は 、他のものに比べ非常に器表の

摩耗が激しい個体である。この湾曲部分には横位に近いほど角度の緩かで細かな斜位のヘラ

ケズリが存在する。体部の疲射状暗文は口縁付近 まで届いておらず、やや空白部分を残す。

体部下端のヘラケズリは、本類の中では大 きめである。31は 、体部の放射状暗文に加え、み

こみ部の外縁に円形の暗文のみが入るもので、みこみ部上の放射状暗文のない特異な存在で

ある。34、 36、 39は 、本類中の最 も典型的なものである。42の 内面は第 1類に近 く、穀物油

脂状の付着があり、外面は長さ 3～ 4 cmの 弧状の ミガキの形骸化 したような痕跡がわずかに

残る。

(働不 3類 (8図 m～ 13、 9図 、10図 29)

底径が大きく、深めでみこみ部にも暗文のあるものを一括する。 17。 19・ 29と 底径のそれ

ほど顕著に大きくないものも一応本類に含めるものとする。大きく2つ に大別され、11～ 14

に代表される一群 と、18～ 20に 代表される一群に分かれる。

前者は、体部、みこみ部 ともに密な放射状暗文があり、みこみ部外縁から体部下端にかけ

て、0.3～ l cmの 円形暗文 も加わる。法量は、高さ 5 Cm、 口径 12cm、 底径 7～ 8 cm前後に集

中し、口縁から底部にかけてゆるやかに湾曲する。11と 12に は、体部下半に「○○」の墨書

があり、両者 とも体部下端の手持ちの斜位ヘラケズリ整形後、この痕跡が残らないほどに入

念に ミガキ勅 されている。螂 も略 にていねいな ミガキ揃 されている。乾は、内面
孝

ほどススの付着が認められる。15は底部に「生」の墨書がみられる。16は 、この一群の中で

は特別法量が大きめで、一般的にみこみ部外縁か ら体部下端にみ られる円形の暗文は施され

ていない。

後者は、底部が削 り出し高台である点が特徴であり、法量のきわめて大きい一群である。

18は 、内面に密な放射状暗文が施され、外面は底部 ともに光滑を放つほど入念な ミガキがな

されている。19は 、内黒でみこみ部に異形な渦巻状暗文がみられる。 19・ 20と もに外面には

ミガキが認められない。

この両者に入らない17は 、本遺跡中唯―のヘラケズリの方向が逆方向のもので、放射状暗
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文 も特異なものである。内黒で、やや厚手の作 りである。

14)lTh 4類 (10図 21～ 27、 30。 32。 33・ 35。 37・ 38、 11図 40。 41、 43～ 48)

底径が小さく、体部のみ暗文のあるものを一括するが、底部の残存しないものの中には第

2類、 3類に含まれるものもある。 (33。 43・ 46・ 48等 )底部は、静止糸切 りの後ヘラ状工

具で調整されてお り、体部下半には手持ちヘラケズリが施 されている。これまでの時期のも

のに比べ、暗文の間隔は粗になってお り23・ 47の ように花弁状になるものもある。ヘラケズ

リは、は、体部の上半まで達する顕著なものもでて くるが、 41・ 44・ 47等のようにまった

くないものもある。40の底部は、糸切 り後回転ヘラケズリが施されてお り、これは体部上半

にまでおよぶ。48の暗文は、ゃゃ密な放射状暗文を施 した後、異形の回転暗文が付けられて

いる。

(511Th 5類 (11図 49～ 57)

口径に比べて底径が小さく、暗文のないものを一括する。底部は、削 り出し高台のものも

あり、これには回転ヘラケズリが施されている。53～ 57は 、内黒の不で他の不に比べ大型の

ものが多い。

(動 皿

皿 1類 12図
1～ 3・ 6・ 7、 13図 、14図 、15図 23・ 24

16図 32～ 34、 37～ 41、 43～ 47、 49～ 51

渦巻状の暗文をもつものを本類 とする。底部から体部にかけて暗文が施されるが、この間

隔には広狭があり、中には途中で途切れるものもある。 7は特殊な渦巻状暗文をもつ もので、

螺旋状になる渦巻形を呈する。本類の器形は、おおよそ次のように四大別される。第 1群は、

1～ 3に代表される屈曲部の稜線のみられない緩 く湾曲するものである。底部に糸切 り痕 を

残 し、手持ちのヘラケズリ整形によって体部 との境界が不明瞭 となっている。底部外縁は厚

くl Cm以上にもなるが、糸切 り痕を残す中央部は凹んでいる。第 2群は、6・ 8。 10に代表され

る底部外縁 と体部中央に明確な稜線をもつ一群である。底部及び体部下半は、回転ヘラケズ

リ整形されている。第 3群は、 12・ 17に代表される体部に稜線のみられない一群である。底
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部は回転ヘラケズリ整形である。17に は、糸切 り状の圧痕が残るが糸切 り痕のように整然 と

していない。ある種の工具による余分な粘上の除去の痕跡であろうか。第 4群は、5.44に 代

表される口縁がやや外 反し、玉縁状に肥厚する一群である。手持ちのヘラケズリのものと回

転ヘラケズリの両者がある。

皿 2類 (15図 25～ 30)

放射状暗文をもつ ものを一括する。底部から体部下半は回転ヘラケズリが施されてお り、

されていない部分 との境界に稜線がみられることが多い。口縁部まで残存する個体は、26の

みであるが、この資料から体部の内外両面に稜がつき、内面の稜線から内側に放射状暗文が

付される。この放射状暗文は、底面の半径を基準にするものと直径を基準にするもの、両者

が併用されるものの三者看取される。 27・ 28・ 30では、放射状暗文の外縁部の稜線のつ く

部分にも不にみられるように円形の暗文が施されている。30の底部は、静止糸切 り後底部外

縁から体部下端にかけてヘラケズリが施されているが、焼成後に線刻がされている。 4本の

線は、先の尖った金属のようなもので付けられてお り、断面はおよそ「 V」 字状を呈す。

皿 3類 (12図 4・ 5、 16図 31。 35。 36。 42・ 48。 52、 26図 )

暗文の施 されていない皿形土師器を一括する。暗文の有無以外は、器形・整形技法など 1

・ 2類 と同じである。

本類に含まれる第26図に示 した個体には、底部内面に「甲斐国山梨郡表門」の刻書が施さ

れている。この文字は、先端の尖ったヘラ状の工具 を用いて、この上器が乾燥・焼成される

前の生乾きの状態の時に書かれたものである。文字の一本一本の線は、幅01～ 0.4 mmと き

わめて細い。文字の大 きさは、横幅の最小の
「
門」が 6 mm、 最大の「斐」14mmで あり、縦の

長さ最短の「山」が 5 mm、 最長の「表」13mmである。「斐」の字は斐の中央の点が省略され

ている。これと同様に「国」の字 もかまえの中の玉の部分の点が省略されて王になっている。

文字の書かれている部分は、「甲」か ら「門」まで77mmを 測る。「甲斐国」 と「山梨郡表門」

の文字の中心線は、「国」 と「山」の間で約15度のずれがみられる。文字の刻 まれている部

分は平滑になっているが、詳細に観察すると「斐国」の文字の下の部分に、約15mm四方の縦

位の擦痕がみられる。これは、文字の書き始めを失敗したために、半乾きの粘土の表面を擦

って消した痕跡であると推察される。「甲斐国山梨郡表門」 と国郡郷が記されているが、「

門」の下の部分が欠損 してお り、「郷」の 1字がこれに加わっていた可能性 も高い。底径7.

6 cm、 底部にはヘラ状工具による数種の整形痕が残 り、体部下半には手持ちのヘラケズリが

施されている。現存高 2.4cmで、胎上には甲斐型の上器に顕者にみられる赤色スコリアがみ

られ、本地域で生産されたことを暗示 している

(3)蓋

蓋 1類 (17図 1・ 2・ 8、 18図 9～ 16)

擬宝珠形つまみを有するものを一括する。擬宝珠形つまみの形は、中央部が高 くなるもの

が一般的であるが、8の ように平らなものもある。中央部の凸出部分は、1・ 2の ように一旦
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凹んだのち、中央部が外縁部 と同じ高さになる程度にしか作 り出されないものもある。ロク

ロ成形で、鉦の部分は別に作られて付加され、再びロクロで整形されている。鉦のつけ根か

ら体部上半は、ヘラケズリ整形されてお り、ヘラの当て具合によっては、 ミガキのような効

果を出しているものもある。内側には渦巻状暗文が施されるほか、8・ 16の ように放射状暗文

のもの、14の ように暗文の付されないものもある。16は 、外側にも放射状暗文状の ミガキが

施 されてお り、良好な仕上が りを呈 している。

蓋 2類 (18図 19～ 21)

高台形のつまみを有するものを一括する。ロクロで成形したものを裏がえし、回転ヘラケ

ズリによって削 り出し高台状の鉦 を作 り出している。錐径は、どれもほぼ 6 cmの大きさであ

る。体部上半から、中央部まで回転ヘラケズリ整形されている。内側には、すべての個体に

渦巻状暗文が施されている。本類の一見高台風の錘の付 く土師器の蓋は、県内ではこれまで

に報告例の皆無であったものである。県外に目を転ずれば、須恵器 としては南多摩窯l■や北

武蔵窯址で焼かれてお り、武蔵の集落跡からの発見例 も多い。

蓋 3類 (17図 3～ 7、 18図 17・ 18)

つまみの明確でない蓋を一括する。その破損の程度などから、擬宝珠形の銀のつ く1類に

含まれるものが大部分を占める。外縁部の蓋特有のかえりの部分は、 17・ 18の ように顕著

なものと、 4の ようにつかないものがある。

土師器の蓋は、甲斐国以外ほとんど使われておらず、他地域では須恵器の蓋が一般的であ

る。本地点出上の蓋は、日径が15～ 23cmと 大型のものであり、この蓋に対応できる口径を有

したlThの 出土は少ない。あるいは、皿や木製品の蓋 としての用途 も考える必要があろう。

但)簑

甕 1類 (20図 1～ 5。 7・ 9。 10)

輪積み成形の簑を一括する。すべて長胴甕 と思われる個体である。1・ 2・ 4の 口縁部の破片

をみると、外反する日縁部に横ナデがみられ胴部は縦位方向を基調 としたハケロ整形痕が残

る。 El縁部形態は、1・ 2の ようにゆるく外反するものと、3・ 4の ように急角度で外反する二

つに分かれる。ほとんどの個体の内側には、横位方向を基調 としたハケロ整形痕が残る。底

部は、木葉痕 を残す平底のものが一般的で、不安定な丸底のものもある。すべてにススの付

着がみられ、使用時の痕跡を残す。 4は 、最大径 を口縁にもつ長胴甕の真間期に属する完形

個体である。口縁部が横ナデによって消されているが、表面にのみ縦方向のハケロ調整が施

されている。

甕 2類 (20図 6・ 8)

ロクロ成形の簑である。 6の底部は糸切 り底で、やや薄手の作 りである。 8は 、底部及び

胴部下端に、手持ちのヘラケズリ整形痕 を有する。 2例 の出上ではあるが、県内では八ヶ岳

南麓に多くみられ、長野県地方の影響が考えられている。

漆付着土師器 (写真図版14中段 )



左より放射状暗文のある国分期の年、小さく外反する日縁をもつ和泉期の不、m図 58に 示

した国分期のJ7hの 内面にみられる。他に須恵器の簑 と思われる底部破片に付着 している例 も

ある。漆は、紀文時代から現代まで使われ続けている天然の資源である。この地に居住 した

古墳時代か ら平安時代の人々も、漆を利用 し役立てていたことが知 られる。

紡錘車 (写真図版14右上 )

土製の紡錘車で、奈良 。平安時代の遺物中に混在しての出土である。表面に黒色の漆が塗

布 されている。

第 2節  大 坪 遺 跡 の 性 格

大坪遺跡を中心とする横根町から和戸町、川田町にかけての一帯は、良質の粘土を産する

土地である。この粘土を利用して、古 くから土器や瓦が焼かれていた。

本遺跡の東方約 700mの地点には、川田瓦窯l■があり、自鳳期から奈良時代前期にかけて

の瓦が焼かれていた。ここで出上した瓦と同花の鐙瓦が春日居町の寺本廃寺址より発見され

ており、寺本廃寺造営のための瓦窯址であったとされる。現在この瓦窯址には、多数の布目

や組目を有する丸瓦や平瓦の破片が散在しており、大坪遺跡の旧河床地点や県教育委員会の

調査した地点でも、九瓦や平瓦の破片が出上していることから、川田瓦窯址 との関連も窺わ

れるところである。この地域での瓦生産活動が行なわれるようになった背景には、古墳時代

からの土師器生産の伝統があったためであろう。

本遺跡の西方約 600mの 山崎踏切の北に存在する摩利支天社境内には、山梨瓦製造組合に

よって大正12年に建立された聖徳太子遺徳之碑がある。これは、聖徳太子が深 く仏教を信仰

したことにより仏殿が造営され、屋根を瓦で葺いたことが日本での瓦屋根の始まりとなった。

以後庶民の家の屋根も瓦で葺かれるようになり、今 日の瓦製造業の繁栄に至ることになった。

このことにちなんで建てられたものである。現在でも付近には一時ほどの隆盛はないものの、

瓦製造業が続けられている。

本遺跡の旧河床地点上層では、土師器類が多鼻に堆積した状態で出上している。奈良時代

から平安時代中期にかけての土師器・須恵器・木器・瓦・獣骨・種子・木材が集積して発見

された。 8世紀代から10世紀代にかけて、長期間にわたるさまざまな遺物がみられたものの、

土師器の不 。皿・蓋がその80%を 占めていた。普通の集落跡での上師器の出土比率からして、

甕が少なくlTh・ 皿のほか蓋の出土が多いことが特徴的である。さらに、製品としては異状に

歪んだ失敗作品と思われる不が出上している点や焼成粘土鬼が出土していることなどが指摘

できる。これは、県教委での発掘地点での成果同様に、土師器の製作に関係する遺跡である

ことが推定できる。特に旧河床地点上層の遺物群は、破損品の廃棄参所と考えられ、馬骨や

加工材、種子等の存在も、当時の残滓の廃棄場所としての性格を裏付けるものであろう。

しかし、使用痕跡を残し、墨書や漆の付着した土師器の存在や須恵器・木製品・紡錘車な

どの出土は、当時の一般的な生活の痕跡でもあり、土師器の製作に従事していた集団の生産

に関わる部分と、日常の生活に関わる部分の二面を窺い知ることのできる遺跡である。

45



第 3節 表 門 郷 に つ い て

奈良・平安時代の甲斐国は、山梨・八代・巨摩 。都留の四つの郡に分かれていた。「和名

抄」などから山梨郡は、於曽・能呂・林戸・井上 。玉井・石禾・表門・山梨・加美・大野の

10郷が存在し、前 5郷 を山梨東郡、後 5郷 を山梨西郡 と三分 している。

「表門」は、「宇波止」 と訓する。甲府市和戸町の和戸は、この遺称であると考えられて

いる。「うわと」の発音が音便の変化か ら「わど」に転化 したのするものである。表門郷の

範囲は、現在の甲府市の東部から石和町北部にかけてが郷域であり、西は巨摩郡青沼郷、南

東は山梨郡石禾郷、北束は山梨郡山梨郷に境を接 していたと推測されている。

この和戸町に隣接する横根町の大坪遺跡で、「甲斐国山梨郡表門」の文字が刻書された土

師器皿の発見によって、当地が山梨郡表門郷であることが立証された。この皿形の上師器は、

その胎上の注と在物や整形技法・法量などから当地で生産されたものである可能
′
性が非常に高

い。この上師器は、 9世紀末から10世紀初頭の時期に製作されたもので、平安時代中期にあ

たる。本県内で国郡郷の地名が記された史料 としては量古のものである。「和名抄」記載の

郷名がその推定地の上中からそのまま出土 した点で、文献 と考古資料の一致 したきわめて貴

重な例である。

なお「表門郷」の地名は、建武五 (1338)年 「一蓮寺文書」の中に「表門郷四目木三段…

…」 と記載された文書が残されていることから、南北朝の初期までは存続 していたことが知

ら″とている。

― ・―・
一  □ 黒

・ …ヽ… ……   郡 票

和名抄甲斐国郡郷位置推定図 (等力・栗原2郷は巨

麻郡の飛地)(磯貝・飯田1973)
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第 4節 木 製 品 に つ い て

旧十郎川河床地点上層は、適度な湿気と温度がほぼ一定に保たれ続けてきたために、通常

の遺跡では腐って失なわれてしまう遺物が多量に検出された。特に植物遺体は、材や枝・棄

・種子・果実・果皮など多種にわたっている。木製品としては、板・本完。皿・木簡等がある。

23図上に示したものは、櫃の底板状の盤である。長軸に 2個所、短軸に 1個 所ずつの桜皮

の止め具のようなものが付いている。長軸38cm、 短軸の現存長14.4cm最 大の厚さ0.9 Cmを 測

るヒノキ製品である。この片面には、半円形に列点状の四みがあり、使用時の痕跡かと思わ

れる。 2は 、口径19。 2cm、 底径13.8cm、 高さ1.5 cmを 測る木皿である。底部はやや上げ底状

に中央部が凹んでいる。細かな年輪の入った トネリコ製のものである。 3は 、長さ14cm、 最

大幅2.7 cmの 薄い板状の木簡である。頭部つけ根がやや くびれており、一般的な木簡の形と

は少々異なる。あるいは人形 (ひ とがた)か もしれないが、顔や手足を示す墨書や刻み等は

みられない。ヒノキ製である。
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